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    Ｔｉｔａｎｉｕｍ（０００１）［－１０１０］ステレオ投影図 

   

 

 

    ２０２５年０１月１９日 

    ＨｅｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



 １．概要 

 ２．Ｃｕｂｉｃ｛００１｝＜１００＞のステレオ投影図 

 ３．Hｅｘａｇｏｎａｌ Ｑｕａｒｔｚ｛００１｝＜１００＞の｛１１１｝極点図 

 ４．ステレオ投影図描画ソフトウエア 

 ５．ｓｔｅｒｅｏＧＰによるＱｕａｒｔｚ｛０００１｝＜－１０１０＞ステレオ投影図 

 ６．Ｈｅｘａｇｏｎａｌ 

 ６．１ Ｔｉｔａｎｉｕｍ Ｂａｓａｌ （０００１）［１０－１０］と（０００１）［２－１－１０］比較 

 ６．２ Ｔｉｔａｎｉｕｍ Ｔ （－１２－１０）［１０－１０］と（０１－１０）［２－１－１０］比較 

 ６．３ Ｔｉｔａｎｉｕｍ Ｒ （－１２－１０）［０００１］と（０１－１０）［０００１］比較 

 ６．４ ＴｉｔａｎｉｕｍのＴＤ－ｓｐｌｉｔ 

 ６．５ ＴｉｔａｎｉｕｍのＲＤ－ｓｐｌｉｔ 

 ６．６ 補足 

 ７．一般的な極点図描画 Ｔｉｔａｎｉｕｍ Ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ（０１－１０）［２－１－１０］ 

 ７．１ 極点図のステップ間隔変更 

 ８．Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ 

 ９ Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 １０．等高線をドットにし描画の高速化 

 １１．Ｃｕｂｉｃ 

 １１．１ Ｃｕｂｉｃ｛００１｝＜１００＞ 

 

 

ステレオ投影図高速化による描画（瞬時に描画可能 



１．概要 

 スレテオ投影図は、複数の極点図を重ね合わせた極点図で単純は方位であれば、複数の極点図から 

   ステレオ投影図を参考にすれば方位の決定が可能になります。 

   リガク［Ｘ線回折ハンドブック］にＣｕｂｉｃのステレオ投影図が収録されている。 

   ＣＴＲソフトウエアは、Ｃｕｂｉｃのステレオ投影図をＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤソフト 

   ウエアで計算表示を行っている。 

   Ｈｅｘａｇｏｎａｌに対しＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔソフトウエア、単一極点図の計算表示が可能であるが 

   複数の極点図を重ねる機能はありません。 

   Ｈｅｘａｇｏｎａｌ，Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ、Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃの複数の極点図を重ね合わせる 

ソフトウエアとしてｓｔｅｒｅｏＧＰソフトウエアの試作を行ってみました。 

Ｖｅｒ１．２１でＣｕｂｉｃの追加により全ての方位のステレオ投影図描画が可能になりました。 

 

２．Ｃｕｂｉｃ｛００１｝＜１００＞のステレオ投影図 

 

 



３．Hｅｘａｇｏｎａｌ Ｑｕａｒｔｚ｛００１｝＜１００＞の｛１１１｝極点図 

 

 

 Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  

 



４．ステレオ投影図描画ソフトウエア 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌ，Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ，Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃに対応 

 

 

ｈｋｌｓａｖｅ：指数群のｓａｖｅ 

ｈｋｌｌｏａｄ：ｓａｖｅされた指数群ｎｏｌｏａｄ 

Ｓｅｔ：選択指数、あるいはＡｔｈｅｒの入力 

Ａｐｐｅｎｄ：選択された指数群に入力指数を追加 

Ａｌｌ３：標準で組み込まれた指数群最大指数３ 

Ａｌｌ４：標準で組み込まれた指数群最大指数４ 

ＨｅｘａＡｌｌ：Ｈｅｘａｇｏｎａｌ用に標準で組み込まれた指数群 

ＦＷＨＭ：ステレオ投影図描画方位の半価幅（ステレオ投影図描画時は出来るだけ狭く設定） 

Ｄｉｓｐ：ステレオ投影図の描画、描画計算中は他の機能は中止されていま 

 

計算中のデータはＣ：￥ＣＴＲ￥ｗｏｒｋ￥ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐホルダに作成される。 

データは材料検索時に削除されます。 

 

 

 



５．ｓｔｅｒｅｏＧＰによるＱｕａｒｔｚ｛０００１｝＜－１０１０＞ステレオ投影図 

 リガク［X線回折ハンドブック］付録３５ ＳｉＯ２のステレオ投影の同じ表示 

 ステレオ投影図は Trickinic 極点図は Orthorhombicで表示 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 付録３５の投影図の回転 ＋０．２は理解できない。 



６．Ｈｅｘａｇｏｎａｌ 

同一方位をＴｉｔａｎｉｕｍで計算する ｃ／ａ＝１．５８８５ 

 

ＳｉＯ２ ｃ／ａ＝１．１０５ 

 

 



６．１ Ｔｉｔａｎｉｕｍ Ｂａｓａｌ （０００１）［１０－１０］と（０００１）［２－１－１０］比較 

 

 

 

 

 

 



６．２ Ｔｉｔａｎｉｕｍ Ｔ （－１２－１０）［１０－１０］と（０１－１０）［２－１－１０］比較 

 

 

 

 



６．３ Ｔｉｔａｎｉｕｍ Ｒ （－１２－１０）［０００１］と（０１－１０）［０００１］比較 

 

 

 

 

 



６．４ ＴｉｔａｎｉｕｍのＴＤ－ｓｐｌｉｔ 

  

 

 

 

 

 

   

 

 



６．５ ＴｉｔａｎｉｕｍのＲＤ－ｓｐｌｉｔ 

   

 

  

 

 

 

 



６．６ 補足 

ステレオ投影上に指数表示を行う都合、標準指数では求める方位すべてを網羅されていない。 

標準的には以下の指数がａｌｌで計算される。 

（０２１），（０２３），（０１２），（０１３），（０１４），（０１５），（１２０），（１１２），（１１３）， 

（１１４），（０１１），（１２１），（００１），（０１０），（１１１），（１１０），（０１１） 

しかし、想定外の方位はND方向に表示がされない。 

 

 

このような場合、単機能でＮＤ方向を探しａｐｐｅｎｄする。 

上記の場合、以下の方法でＮＤ方向を探す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



入力が 

 

考えられるＮＤ方向は（１２８）か（１１８）である。 

（１２８） 

 

（１１８） 

 

よって、Ａｌｌ＋（１１８）のａｐｐｅｎｄでスレテオ投影図を描画 

  

 

 



７．一般的な極点図描画 Ｔｉｔａｎｉｕｍ Ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ（０１－１０）［２－１－１０］ 

 

(001)                   (100)と(010)は同一 

  

(101)と(010)は同じ                  (111) 

  

 指数を指定して極点図の描画も可能、指数タイトルを表示するのであれば GPPoleDisplay で表示 



計算中のデータはＣ：￥ＣＴＲ￥ｗｏｒｋ￥ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐホルダに作成される。 

 

 

 

 

 

 

あるいは等高線変更画面で指数入力が可能 

  



７．１ 極点図のステップ間隔変更 

 本ソフトウエアで生成される極点図のステップ幅は１．０度であり、一般的な５．０への変更は 

 ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＳｔｅｐＣｈａｎｇｅｒソフトウエアで行う 

 マイナス指数の指数表示がされていない(想定外) 

 

 

同一ホルダにｎｅｗホルダが作成され以下に生成される 

 

 

 



８．Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ 

 

 

 指数部分は等高線変更画面で入力 

 



９ Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  

 

   指数部分は等高線変更画面で入力 



１０．等高線をドットにし描画の高速化 

  

 等高線計算を行わない設定 

 

 

 

 

 

 

 



１１．Ｃｕｂｉｃ 

 操作画面の変更を行っています。 

  

  

  等高線、指数表示,Triclinic表示  

  

  等高線表示で Orthorhombic 表示 

  

  等高線なし、最小丸表示、指数表示、Triclinic表示 

 

 

 

 



１１．１ Ｃｕｂｉｃ（００１）［１００］ 

  

  

  

  

 



１１．２ Ｃｕｂｉｃ （１１０）［００１］ 

 

 

 

 



１１．３ （１１１）［－１－１２］ 

 

 

 

 



１１．４ （１１２）［－１－１１］ 

  

  

  

  



１１．５ （０１２）［０－２１］ 

  

  

  

  


